
わずか乾電池4本の6ヶ月連続使用可能な自動散水・止水制御装置で農作物を守る
結霜害防止の新しいカタチ。

農作物の結霜害防止を実現する自動散水・止水制御装置

わずか一晩の降霜で全滅してしまう農作物を守るため、結霜害を防止するスプリンクラー用
の自動散水・止水制御装置を開発。水が凍結する際に潜熱が放出されることを利用し、 作物
体の周辺温度が氷点下になっても、この潜熱によって作物温度を０℃付近に維持し、細胞の凍
結を防止する仕組み（散水氷結法）。
本自動制御装置により 早朝から手作業で降霜防止に対応せねばならなかった農家の負担を
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本自動制御装置により、早朝から手作業で降霜防止に対応せねばならなかった農家の負担を
大幅に解消し、鹿児島県のお茶生産量全国第２位に寄与。県内シェアは９５％以上。

設定した温度で正確に散水・止水、農家の負担を解消

温度センサーで農作物付近の気温を感知、マイナス２０℃～５０℃まで任意に設定した温度
でパイロット式電磁弁を制御し、水道コックを自動開閉。さらに、連続散水、間欠散水、タイ
マー散水など多くの機能を有し、地域によって気象条件が異なる場合でも最適な散水・止水制
御を実現。

乾電池式で設置場所を選ばず

乾電池式（単一×４本）のため取り扱いが非常に容易であり、商用電気が来ていない山間部
など様々な形状の圃場でも設置可能で、約６ヶ月間の連続使用が可能。

自動散水・止水制御装置


